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（研究報告書） 

 

2022-A-15 希少がん医療におけるエビデンスの創出と活用に関する研究 

川井 章 

中央病院 骨軟部腫瘍・リハビリテーション科 

 

研究の分野名 

後期開発・標準治療開発分野 

 

研究の概要 

希少がんの治療成績向上のためには、エビデンスに基づく最適な診療が全ての希少がんに対して行われるよう

にすること（診療状況の改善）、新規治療開発を促進すること（治療開発）など、いくつかの課題を並行して解

決してゆく必要がある。しかし、実際には、患者数の少ない希少がんにおいては第３相試験などに基づく高い

エビデンスの確立自体が困難なことも事実である。そのような状況の中で、本研究においては、まず希少がん

においてこれまで明らかにされていない新たなエビデンス（疫学、診療実態、臨床研究上の課題等）を構築す

るための方法を検討し、実際にエビデンスを作りだすことを目指す。 

さらに、これらのエビデンスの上に立って希少がんの診療を適切に実施することができる医療者の育成に関す

る研究を行うとともに、希少がんにおいてこそ重要な意義を有する可能性のあるゲノム解析を希少がん（肉

腫・骨軟部腫瘍）の新たなエビデンスの創出に繋げるための研究を行う。 

 

具体的には、以下の７課題に関する研究を行う。 

1. がん登録等を活用した我が国における希少がんの疫学・診療実態に関する研究 

2. 希少がん情報提供・診療支援のデータから見た希少がん患者への情報提供手段に関する研究 

3. JCOGにおける希少がん研究の分析に関する研究 

4. 国際共同研究による希少がんに関するエビデンス創出に関する研究 

5. 希少がん診療に携わる医療者の育成に関する研究 

6. ゲノム解析を希少がんの新たなエビデンス・ネットワーク構築に繋げるための研究 

7. 希少がん行動計画 2030の作成 

 

研究経費 

8,619千円 

 

研究班の組織 
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研究の目的と到達目標及び実績要点 

 

全期間 

（目的と到達目標） 

本研究は、希少がんおよび希少がん医療に関する新たなエビデンスを確立することを目的として、国内最

大の希少がん診療・研究グループである国立がん研究センター希少がんセンターのメンバーを中心として

行う多角的研究である。 

具体的には、次の７課題に関する研究を行う。 

 

1. がん登録等を活用した我が国における希少がんの疫学・診療実態に関する研究 

具体的な個々の希少がん（脳腫瘍、眼腫瘍、頭頚部腫瘍、肝胆膵腫瘍、GIST、肉腫、皮膚腫瘍）につ

いて、全国がん登録その他を活用して、我が国における疫学・診療実態を明らかにすることを目標と

する。 

2. 希少がん情報提供・診療支援のデータから見た希少がん患者への情報提供手段に関する研究 

希少がんに関する情報提供、診療支援の活動から得られたデータを解析し、希少がん患者が真に必要

としている医療情報ニーズや適切な提供方法を明らかにする。 

3. JCOGにおける希少がん研究の分析に関する研究 

希少がん領域の過去の臨床試験のデザインや患者登録状況、参加医療機関数及び医療機関毎の登録数

などの定量的分析結果を提示すると共に、患者数の多いがん領域の臨床試験との違いを明らかにす

る。また、分析結果に基づき希少がん臨床試験実施上の課題を提示する。 

4. 国際共同研究による希少がんに関するエビデンス創出に関する研究 

【GIST】 
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GIST診療に関するアジアコンセンサスガイドラインの改訂版を作成する。 

イマチニブ投与中の進行GISTに対する腫瘍減量手術の臨床的有用性を評価する国際多施設共同後方

視的研究を実施する。 

国際連携にむけた国内GISTレジストリー研究の基盤整備を行う。 

【肉腫】 

『肉腫国際共同研究コンソーシアム（仮名）』を、実際の共同研究の実施を通して、より成熟したもの

とする。定期的なテレカンファレンスを通して、エビデンスレベルの高い研究を研究終了時までに実

施する。 

5. 希少がん診療に携わる医療者の育成に関する研究 

医学部生に対して、希少がんに関する認知度調査を行うとともに、教育的デバイスやSNSを用いた希

少がんの啓蒙活動を行う。 

がん専門病院における希少がんの臨床教育制度の実態調査を行い、その課題を明らかにする。 

希少がんを診療することが少ない臨床の現場における適切な診療、紹介行動を支援するための方法を

検討する。 

6. ゲノム解析を希少がんの新たなエビデンス・ネットワーク構築に繋げるための研究 

JSGCを母体として、日本の肉腫/骨軟部腫瘍ゲノムデータベース（全ゲノム、全エクソン、遺伝子パ

ネル、RNAシークエンス、臨床情報の統合）を構築する。 

7. 希少がん行動計画2030の作成 

希少がん医療の向上のための中・長期的な目標、必要な行動等に関して、多角的な視点から『希少が

ん行動計画2030』を纏める。 

 

 

当該年次 

（到達目標） 

課題1 

【脳腫瘍】 

脳腫瘍の発生数・予後等について、全国がん登録データと臓器がん登録データの比較を行う。 

【眼腫瘍】 

1年時の解析結果の学会・論文報告を行う。眼腫瘍全国登録から抽出すべき情報を検討する。 

【頭頸部腫瘍】 

1年時の学会・論文報告を行う。頭頸部がんの希少部位や年齢別診療実態や予後について解析を行う。 

【肝胆膵腫瘍】 

予後情報まで付帯した診療実態に関する情報を全国がん登録事務局から受領、データ整理、解析を行う。 

【GIST】 

１年目に行った研究の学会報告・論文作成を行う。 

【肉腫】 

全国の軟部肉腫患者における標準診療実施率を測定する。また各施設の代表者によるQIの提案と個別調査

の依頼を行う。 

【皮膚腫瘍】 

1年次の研究成果に基づいて学会発表を行い論文化に着手する。 

 

課題２ 

初年度の解析結果を「がん情報サービス」によるアンケート結果と比較検討する。 

 

課題３ 

「希少がん領域」に該当する臨床試験・そうでない臨床試験の各々について、臨床試験デザインや患者登

録状況、参加医療機関数及び医療機関毎の登録数などの要約を行う。 

 

課題４ 

【GIST】 

① GIST診療に関するアジアコンセンサスガイドラインの改訂：論文発表に向けて調整する。 
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② 初年度に続きレジストリーへの症例登録・追跡調査を実施する。 

【肉腫】 

初年度に実施した研究の解析・論文発表を行うとともに、新規研究について、順次倫理審査、データ使用

契約の締結、データ集積などを行う。 

 

課題５ 

１年次に行った調査結果に基づき、希少がんの認知啓蒙をすすめる。 

 

課題６ 

JSGC各研究プロジェクトで収集したゲノム解析データを、初年度決定したデータ構造の枠組みで整理

し、肉腫/骨軟部腫瘍ゲノムデータベースを構築する。 

 

課題７ 

『希少がん行動計画2030』の構成等を検討する。 

 

 

（年次評価時点の実績要点） 

課題1．がん登録等を活用した我が国における希少がんの疫学・診療実態に関する研究 

【脳腫瘍】 

日本の全国がん登録データを解析した。2016-2019年の頭蓋内脳腫瘍の全罹患数は平均29,492人で、人口

10万人あたりの粗罹患率は 23.30であった。1年当たりの平均は髄膜腫が10,537人(35.7%)、下垂体腫瘍

が 4,802人(16.3%)、神経上皮性腫瘍が4,537人(15.4%)（膠芽腫は2,071人）、神経鞘腫が2,730人

(9.3%)、悪性リンパ腫が1,166人(4.0%))であった。非手術症例など組織不明が14.2%であった。 

神経上皮性腫瘍4,537人について、さらに詳細な解析を行った。びまん性神経膠腫は3,222人で、星細胞

腫・退形成性星細胞腫・膠芽腫は、それぞれ362人、390人、2,071人で、乏突起膠腫・退形成性乏突起

膠腫・乏突起星細胞腫は182人、154人、63人であった。星細胞腫・退形成性星細胞腫・膠芽腫の年齢中

央値は49・60・69歳で、乏突起膠腫・退形成性乏突起膠腫の年齢中央値は46歳、51歳であった。上衣

腫・退形成性上衣腫の年間罹患数はそれぞれ63人、52人であった。胎児性腫瘍は年間128人で、髄芽腫

は 91人で、次に多いのが非定型奇形腫様ラブドイド腫瘍16人であることが判明した。 

【眼腫瘍】 

眼腫瘍の疫学情報の解析を行った。症例数の少ない腫瘍が多く、年齢階層別患者数が 10未満になり公表で

きない項目が多くなるため、4年間の症例数をまとめるなど工夫を要した。疾患ごとの年齢階層別患者

数、男女差、生存曲線などの解析を行った。都道府県データを用いることで一部腫瘍の紫外線との関連が

推定可能と判明した。 

【頭頸部腫瘍】 

全国がん登録と院内がん登録、頭頸部悪性腫瘍登録（日本頭頸部癌学会が行っている臓器がん登録）を用

いて、頭頸部肉腫の現状を明らかにした。全国がん登録の解析結果について、予後情報を追加して、論文

投稿を行った（現在投稿中）。頭頸部がんの希少部位として、頭頸部悪性腫瘍登録では対象症例となってい

ない涙腺がんの現状について、がん登録部会QIデータ（院内がん登録とDPCデータ）を用いて、治療を

行った診療科別の治療の状況について明らかにし学会発表を行った。 

【肝胆膵腫瘍】 

第一期（2016-2017年）の全国がん登録データを用いた肝胆膵領域の希少がんの疫学・診療実態に関し

て、第一年次に引き続いて結果の公表・発表を進めてきた。第二年次では肝臓原発の希少がんに関して、

肝癌研究会にて発表を行った。また、これらの結果を参考データとして活用することで、膵原発希少がん

の一つである腺房細胞癌で多くみられる遺伝子変異のBRAF融合遺伝子を対象とした医師主導治験を立案

し、試験を開始している。肝原発希少がんの一つである混合型肝癌に対する薬物療法の確立を目指した前

向きの臨床試験も現在計画中である。 

【GIST】 

全国がん登録データを用いてGISTの疫学データを解析中である。全国がん登録データにおいて ICDコー

ド変更に伴うデータの不具合があったとの報告を受け、不具合の解消後に再度データ提供の申請を行い、

解析を行う予定である。 

【肉腫】 
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軟部肉腫診療に従事している整形外科医、画像診断医、腫瘍内科医、放射線治療医からなるQI候補作成部

会を設立し、本邦および海外の軟部肉腫診療に関するガイドラインや過去の文献、さらには各委員の意見

を元として、軟部肉腫診療に関する11個のQI候補が提案された。またこの委員とは別に、整形外科医、

病理診断医、画像診断医、腫瘍内科医、小児科医、放射線治療医の各専門家から成る専門家パネルを構成

した。現在上記のQI候補リストに関して事前評価中であり、今後検討会議を開催し、QIを決定する予定

である。 

また2021年に発刊された後腹膜肉腫診療ガイドラインについて、後腹膜肉腫治療医の治療方針の変化を調

査すべく、整形外科医、消化器外科医、泌尿器科医、腫瘍内科医、放射線治療医等を対象として、科学的

手法（Clinician Guideline Determinants Questionnaire）を用いてアンケートを実施することを計画して

いる。 

【皮膚腫瘍】 

2016年、2017年の全国がん登録から乳房外パジェット病、メルケル細胞がん、血管肉腫、皮膚付属器が

ん、隆起性皮膚線維肉腫、悪性黒色腫、有棘細胞がん及び基底細胞がんのデータを抽出した。わが国の皮

膚がんの疫学については、悪性黒色腫のみ日本皮膚科学会及び日本皮膚悪性腫瘍学会の予後統計委員会に

よって集められたデータや院内がん登録のデータが存在するが、病型別に受診の主体となる診療科が異な

るため、データにばらつきがあることが問題であり、限界でもあった。今回、全国がん登録データによっ

て、従来知られていたものより患者数の多いことが明らかとなった。また最も多い皮膚がんは基底細胞が

んであるとされていたが、今回の調査によって有棘細胞がんが基底細胞がんを上回ることが初めて明らか

となった。詳細を論文化しCancer Science誌に投稿しpublishされた。 

 

課題２．希少がん情報提供・診療支援のデータから見た希少がん患者への情報提供手段に関する研究 

初年度の解析結果を「がん情報サービス」によるアンケート結果と比較検討する予定であったが、サンプ

ル数の問題から、バイアスがあり、比較検討が難しいことが明らかになった。そのため、新たにオンライ

ンで再開した希少がんセミナー「希少がん Meet the Expert」のデータを解析し、希少がん患者の医療情

報ニーズを明らかにすることを計画している。 

 

課題３．JCOGにおける希少がん研究の分析に関する研究 

日本臨床腫瘍研究グループ（JCOG）の臨床試験を対象とした包括的プロトコールを作成し、JCOGのプ

ロトコール審査委員会の一次審査に提出した。定義により異なるものの希少がんとして該当する試験は皮

膚腫瘍を対象とした3試験、骨軟部腫瘍を対象とした5試験、小腸癌を対象とした 1試験など20-25試験

程度となることがわかった。プロトコール作成および審査意見対応に想定より時間がかかり、年内に解析

作業が終了することは困難であるが、JCOGにおいてプロトコールが承認された後、早ければ予定通り年

度内にデータベースの構築と整理・解析作業を行う。 

 

課題４．国際共同研究による希少がんに関するエビデンス創出に関する研究 

【GIST】 

GIST診療アジアガイドラインの改訂に向けて、日本側で 4つの診療領域（病理、手術、多職種チーム医

療、薬物療法）の英文ドラフトを作成し、各国でのコンセンサスが得られるかを確認している。コンセン

サス形成後は、ウェブミーティングでガイドラインの記載内容について議論し、論文化にむけて調整す

る。 

【肉腫】 

欧米の専門施設と連携し、骨盤腫瘍手術の合併症予測モデルを作成した。現在、論文作成中である 

 

課題５．希少がん診療に携わる医療者の育成に関する研究 

希少がんに関する現状を把握するために医学部生および医師への認知度調査を行うための方法論の確立お

よびアンケート内容の精査とその実施を行った。この中で医師の40%強が希少がんを認知しているもの

の、希少がんを学ぶ環境がないこと、また希少がん診療において9割以上の医師が診療に対して困難を感

じていることが分かってきた。そこで、オンラインにおける教育コンテンツの拡充および非専門医を専門

医に繋ぐためのネットワークの構築に関する調査を行った。医学生及び医師に広く認知され、ストック型

の医学的な知見共有システムを持っているアンター株式会社と協力して、ネットワークシステム構築を開

始した。 
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課題６．ゲノム解析を希少がんの新たなエビデンス・ネットワーク構築に繋げるための研究 

骨軟部腫瘍ゲノムコンソーシアムにおいて複数の研究プロジェクトで収集した全ゲノム解析データ、RNA

シークエンスデータ、臨床情報を統合・整理して、データベースを作成した。このデータベースを基に組

織亜型横断的な解析を行った。これまでの全エクソン解析データとの統合も見据え、遺伝子領域（コード

領域）を中心としたゲノム異常のプロファイリングを明らかにするとともに、全ゲノム解析により初めて

明らかとなるChromothripsisなどのゲノム不安定性やテロメア領域の解析等も実施してきた。東京大学

医科学研究所 シークエンスデータ情報処理分野の片山 琴絵准教授を研究協力者として、こうしたゲノム

プロファイリングの結果を用いてゲノムダッシュボードとして公開するための準備を進めた。 

 

課題７．希少がん行動計画2030の作成 

本邦における希少がんに対する活動内容やその成果から、我が国の希少がんの将来のあるべき姿を想定

し、これを達成するための活動を行なっていく必要がある。近未来のアウトカム（成果）を設定し、これ

を達成させるためのアウトプットや活動を、ロジックモデルの手法を用いて策定することを計画中。その

結果出来上がったものをもとに「希少がん行動計画2030」の形でまとめ上げる予定である。 

 

 

 

研究成果と考察 

当該次時評価時点 

課題1．がん登録等を活用した我が国における希少がんの疫学・診療実態に関する研究 

【脳腫瘍】 

2016-2019年の 4年分のデータを解析して、日本人の脳腫瘍の頻度が低いことが明らかとなった。早期に

論文発表を行う予定である。また全国がん登録では、生死についてもデータ入手が可能であり、Kaplan-

Meier法により解析が可能であることが明らかとなった。まだフォローアップ期間が 5年に達していない

が、今後脳腫瘍の組織別の生存調査も実施する予定である。 

【眼腫瘍】 

研究不適切事案により研究が一時中断を指示されたこと、再開後にデータ不備の可能性があり解析を一時

中断する必要があったことから、現時点で解析が中断し、公表できていない。データ不備が解消した時点

で公表を行う予定である。 

【頭頸部腫瘍】 

頭頸部領域は、部位が細かく分かれていることにより、公開情報では一括されることが多い。しかし、部

位や組織によって治療は異なっており、それぞれの現状や罹患率は重要な情報であるため、詳細を明らか

にすることは重要である。今回、頭頸部肉腫、涙腺がんともに本邦での現状を初めて明らかにした。涙腺

がんについては、担当診療科が実際に様々である現状と担当している治療の違いが明らかとなり、頭頸部

肉腫は全国がん登録を用いることにより、日本での正確な罹患数、罹患率を初めて明らかにした。 

【肝胆膵腫瘍】 

第二期（2016-2019年）の全国がん登録データを用いた解析を引き続いて計画しているが、データの取扱

いができない期間が生じたり、抽出したデータの整合性に関して、がん登録事務局側での再確認を要した

りしているため、解析の準備段階に止まっている。データの解析が可能となり次第、生存期間を含めた希

少がんの実態について検討を進めていく予定である。 

各希少サブタイプの評価だけではなく、メジャーな組織型に関しても生存情報を含めたデータを取得し、

希少がんとの診療実態・予後等の比較・検討を行っていく。 

【GIST】 

中間的な検討であるが、全国がん登録データを用いて日本におけるGISTの年間罹患数に加えて、国内の

GIST症例における臨床病理学的特徴や診療実態の解明に資する解析が可能であることが明らかとなっ

た。今後、追加データを活用して、疫学情報をさらに充実化させた検討を行う予定である。 

【肉腫】 

軟部肉腫診療QIについては、標準診療未実施の理由の調査は行わず、各施設に予後調査のみを依頼する方

針で研究を進める予定である。また、新たに後腹膜肉腫診療ガイドライン利用者調査を計画し、実施する

ことを計画している。 

【皮膚腫瘍】 
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皮膚がんは“白人の腫瘍”である。 黄色人種の日本では希少がんに分類されサブタイプや疫学は未だ十分

に研究されていない。今回の論文では抽出された2016 年と 2017 年の皮膚がんデータから、まず日本の

8種の皮膚がんの発生率を解明することを目的とした。その結果、基底細胞癌は全体の 37.2%、同じく有

棘細胞癌43.9% (うち 18.3% は上皮内癌)、悪性黒色腫 7.2% (うち 22.1% は上皮内がん)、乳房外パジェ

ット病3.1% (うち 24.9% 上皮内がん)、付属器癌2.9%、隆起性皮膚線維肉腫は全体の0.9%、メルケル細

胞癌0.6%。 血管肉腫0.5%であった。全体的な皮膚がんの年齢調整罹患率は日本人人口モデルでは 27.89 

人、世界保健機関 (WHO) モデルでは 9.28 人であった。今回publishされた論文は人口ベースの NCR 

データを使用して日本の皮膚がんの疫学状況に関する包括的な最初の報告である。 

 

課題２．希少がん情報提供・診療支援のデータから見た希少がん患者への情報提供手段に関する研究 

2022年 9月から2023年 10月まで、25回の「希少がんMeet the Expert」をオンライン開催した。視聴

者 4,698名、当センターだけでなく全国の希少がん診療に携わっている医師を講師・Discussantとして招

聘、登壇者156名、協力施設 18施設、協力学会・研究会 1団体、患者会支援団体 31団体と協力して共同

で情報提供した。動画視聴状況は43,416回／17本であった。視聴者の内訳は、立場：患者38％、家族

18％、一般の方7％、医療者 25％、その他12％で、現地開催していた2020年以前と比較し、医療者の割

合が多かった。性別：男性39％、女性54％、年齢：40歳代 29％、50歳代 25％、30歳代 14％、60歳代

13％と壮年期層に多かった。どこで知ったか（複数回答）は、希少がんセンターホームページ 85%、希少

がんセンターFacebook60%、患者会支援団体50%、希少がんセンター待合の掲示27%であり、患者会支

援団体との協力は媒体力があることが分かった。申し込みの理由としては、「病気の基礎情報」「病理診

断」「病理以外の診断」「標準治療」「臨床試験(治験)」「開発段階の治療」「ゲノム医療」「診療実績のある病

院」など診断・治療に関するニーズが多かった。満足度は満足68％、どちらかといえば満足27%であっ

た。オンライン開催は登壇者および視聴者は全国からアクセス可能であり、後日Web上にオンデマンドで

動画を公開することによって、当日視聴者の10倍を超える視聴状況であった。医療情報ニーズの調査を継

続し、さらに詳細に検討する。 

 

課題３．JCOGにおける希少がん研究の分析に関する研究 

JCOGの臨床試験においては、定義により異なるものの希少がんとして該当する試験は皮膚腫瘍を対象と

した 3試験、骨軟部腫瘍を対象とした5試験、血液腫瘍（ATL、マントル細胞リンパ腫）を対象とした2

試験、小腸癌を対象とした1試験、肛門管癌を対象とした 1試験、膵・消化管神経内分泌腫瘍を対象とし

た 1試験、肺尖部胸壁浸潤癌を対象とした1試験、脳腫瘍を対象とした 8試験など 20-25試験程度となる

ことがわかった。希少がんに限らない過去のJCOGデータセンター/運営事務局による検討では、2000年

から2021年に開始された167試験のうち、登録終了した試験は118試験であった。登録不良による早期

中止は6試験あり、登録期間の延長は85試験、予定登録数の下方修正が行われたのは22試験であった。 

 

課題４．国際共同研究による希少がんに関するエビデンス創出に関する研究 

【GIST】 

GIST診療に関するアジアコンセンサスガイドラインの改訂作業として、各診療領域の英文ドラフト案が

完成されたことから、今後各国とのコンセンサス会議を開催しコンセンサス形成が得られた後に、論文化

を通じて公表する予定である。「イマチニブ投与中の進行GISTに対する腫瘍減量手術の臨床的有用性を評

価する国際多施設共同研究」では、日本からは約150人のデータがすでに収集されている。他国のデータ

を統合して解析を行う予定である。 

【肉腫】 

前年度は、実際の研究の実施、論文化を通してよりコンソーシアムがより成熟したものとなったが、今年

度は収集したデータの解析を行うことができ、現在、論文を作成中である。他プロジェクトも同様のスキ

ームで実施する予定である。 

 

課題５．希少がん診療に携わる医療者の育成に関する研究 

希少がんに関するアンケート調査によって希少がんの医学生及び医師における認知度が分かってきた。ま

た医師の90%以上が希少がん診療において専門医にどのように紹介すべきかなどの困難を抱えていること

も分かってきた。また医師および医学生ともに希少がんを学ぶためのオンラインコンテンツやその機会の

拡充を希望していた。上記解析結果を基に、非専門医を専門医に繋ぐためのネットワーク構築システムの

拡充を始めた。希少がんの更なる啓発と教育のためのスライドコンテンツを作成しweb上で共有するとと
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もに、専門医にリンクできるシステムを次年度に完成させる予定である。 

 

課題６．ゲノム解析を希少がんの新たなエビデンス・ネットワーク構築に繋げるための研究 

本研究では、これまでの様々な研究計画に基づき収集された骨軟部腫瘍ゲノム解析データを統合し、エビ

デンス・ネットワークを構築するため、ゲノムダッシュボード作成と公開を目指している。現状は、全ゲ

ノム解析データを中心に統合解析を行い、骨軟部腫瘍の組織亜型横断的ゲノムプロファイリングを進めて

いる。利用価値の高い公開データを整備するためには、希少がん各々の組織亜型に焦点を当てたデータ解

析、ゲノムプロファイリング、臨床情報との統合解析も重要である。次年度は、アーカイブされた全エク

ソン解析等のデータや新規収集中の全ゲノム解析データも統合して、ゲノムプロファイリングを継続する

とともに、組織亜型ごとの解析も遂行する。 

 

課題７．希少がん行動計画2030の作成 

本研究班内外の専門家を含め定期的に会議を行い、本行動計画の骨子を策定していく。その後、各担当者

に原稿作成を依頼し、最終的に全体をまとめて行動計画を作成する予定である。 

 

 

 

倫理面への配慮 

(1) 遵守すべき研究に関係する指針等 

☐ 再生医療等の安全性の確保等に関する法律 

☒ 人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針  

☐ 遺伝子治療等臨床研究に関する指針 

☐ 動物実験等の実施に関する基本指針 

☐ 臨床研究法 

☐ 医薬品の臨床試験の実施に関する省令（GCP) 

☐ その他の指針等（指針等の名称：                       ） 

 

(2) 本研究開発期間中に予定される臨床研究の有無 

☐ 有 

☒ 無 

 

 

 

本研究に関連する、本研究期間中の主な発表論文等  

当該年次 

（学術誌論文） 

・国立がん研究センター研究開発費による成果であることが記載されているもの 

1. Epidemiology of skin cancer based on Japan's National Cancer Registry 2016-2017. Ogata D,        

Namikawa K, Nakano E, Fujimori M, Uchitomi Y, Higashi T, Yamazaki N, Kawai A. Cancer Sci. 

114(7):2986-2992.2023. 

 

・国立がん研究センター研究開発費による成果であることが記載はないが、関連するもの 

1. Factors associated with survival in patients with clear cell sarcoma. Fujiwara T, Kunisada T, 

Nakata E, Mitsuhashi T, Ozaki T, Kawai A.Bone Joint J. 105-B(11):1216-1225.2023. 

2. Outcomes of Sling Procedure Using a Free Vascularized Fibular Graft After Resection of the 

Proximal Humerus.Tsuchiya R, Kobayashi E, Fukushima S, Arikawa M, Ogura K, Iwata S, 

Akazawa S, Kawai A. JB JS Open Access. 8(4):e23.00044.2023. 

3. What Are the Complication Rates and Factors Associated With Total Femur Replacement After 

Tumor Resection? Findings From the Japanese Musculoskeletal Oncology Group.Mori T, 

Kobayashi E, Sato Y, Takenaka S, Endo M, Nakamura T, Morii T, Yoshida Y, Ueda T, Kawano H, 

Kawai A. Clin Orthop Relat Res. 2023. 
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4. Safety and Efficacy of NY-ESO-1 Antigen-specific T-cell Receptor Gene-Transduced T Lymphocytes 

in Patients with Synovial Sarcoma: A Phase I/II Clinical Trial.Kawai A, Ishihara M, Nakamura T, 

Kitano S, Iwata S, Takada K, Emori M, Kato K, Endo M, Matsumoto Y, Kakunaga S, Sato E, 

Miyahara Y, Morino K, Tanaka S, Takahashi S, Matsuo F, Matsumine A, Kageyama S, Ueda 

T.Clin Cancer Res.2023. 

5. Extensive analysis of 59 sarcoma-related fusion genes identified pazopanib as a potential inhibitor 

to COL1A1-PDGFB fusion gene. Hirose T, Ikegami M, Kojima S, Yoshida A, Endo M, Shimada E, 

Kanahori M, Oyama R, Matsumoto Y, Nakashima Y, Kawai A, Mano H, Kohsaka S.Cancer Sci. 

114(10):4089-4100.2023. 

6. Comparison of pre-operative and post-operative radiotherapy in patients with localized myxoid 

liposarcoma. Masunaga T, Tsukamoto S, Honoki K, Fujii H, Kido A, Akahane M, Tanaka Y, 

Mavrogenis AF, Errani C, Kawai A.Jpn J Clin Oncol. hyad119.2023. 

7. Incidence and risk of infection in malignant soft tissue tumor resection: Data from the nationwide 

soft tissue tumor registry. Morii T, Sato K, Ogura K, Kawai A.J Orthop Sci. S0949-2658(23)00211-

7.2023. 

8. Incidence and risk of surgical site infection/periprosthetic joint infection in tumor endoprosthesis-

data from the nationwide bone tumor registry in Japan.Morii T, Ogura K, Sato K, Kawai A.J 

Orthop Sci.S0949-2658(23)00182-3.2023. 

9. Predictive value of peripheral blood markers in soft tissue sarcoma patients treated with eribulin. 

Ishihara S, Ogura K, Maejima A, Shimoi T, Sudo K, Kojima Y, Fukushima S, Osaki S, Kobayashi 

E, Iwata S, Matsui Y, Yonemori K, Kawai A.Jpn J Clin Oncol. 53(6):494-500.2023. 

10. Re-appraisal of the universal definition of tumor rupture among patients with high-risk 

gastrointestinal stromal tumors. Gotohda N, Nishida T, Sato S, Ozaka M, Nakahara Y, Komatsu Y, 

Kondo M, Cho H, Kurokawa Y, Kitagawa Y. Ann Gastroenterol Surg.7(6):1021-1031.2023.  
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